　インフルエンザ、風邪症候群の診療費用　文責：加藤純二 3/30/2007訂正 1/29/2008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１）保険診療価格（請求事務では10円を１点として計算。ここでは円で表す。診療報酬の改定は平成19年４月１日。）

　　　初診料（診療所）2,700円、再診料710円

　　　一般患者（老人以外６歳以上）の外来管理加算520円　　

　　　検査と医薬品関係：尿検査280円

　　　処方料420円＋調剤量（内服）90円

　　　薬剤情報提供料100円（薬の内容が変われば、受診の都度100円）

　　　インフルエンザ抗原検査料1,400円、判断料1,440（共に保険がきく）

　　　解熱剤アセトアミノフェン１錠(200mg) 8円、１g(20%) 7.1円

　　　タミフルカプセル75mg　316.4円/C、ドライシロップ３％　242.2円/ｇ

　　　ワクチン納入価格：一人分税込み　1,130円

　　　胸部レ線1,630円（大角１枚）

２）想定医療費（外来診療では体温測定、問診、診察が行われる。）
　a．大人にアセトアミノフェン錠のみ処方
　　　初診料、薬剤料60円(２点×３回）×３日

　　　処方料、調剤料、薬剤情報提供料　337円＋尿検査　280円

　　　　　　　　　　　　　　　　合計3,650円（３割負担：1,090円）←普通の医療費
　b．子供（６歳未満）に小児用PLのみ処方
　　　初診料（3,420円）、薬剤料３0円（１点×３回）×３日分

　　　処方料、調剤料、薬剤情報提供料　337円＋尿検査280円

　　　　　　　　　　　　　　　　合計4,340円（３割負担：1300円）←普通の医療費
　　　　　　　　　　　　　　　　　（３歳以下だと料金が変わり、窓口負担はゼロ）

　c．大人にワクチン＋あとで風邪症候群で受診（抗原検査とタミフル）
　　　ワクチンが3,000円くらい（私費なので医療機関により異なる）

　　　初診料2,700円、抗原検査料・判断料2,840円

　　　薬剤料3,150円（316.4円×２回×５日）

　　　処方料、調剤料、薬剤情報提供料　610円、尿検査　280円

　　　　　　　　　　　　　　　合計9,580円（３割負担：2,870円）←普通の2.62倍
　ｄ．子供（６歳未満）にワクチン＋あとで風邪症候群で受診（抗原検査とタミフル）

　　　ワクチンが3,000円

　　　初診料（3,420円）、薬剤料3,250円（タミフルDS2.7ｇ/日＝650円/日、５日）

　　　抗原検査料・判断料2,840円

　　　処方料、調剤料、薬剤情報提供料　610、尿検査 280円

　　　　　　　　　　　　　　　合計10,400円（３割負担：3,120円）←普通の2.40倍

（インフルエンザの患者さんの医療費は今までと比べ２倍以上になります。増額した医療費のかなりの部分はワクチンメーカーと製薬企業に行き、しかもワクチンは効かず、タミフルには副作用が出るとしたら、いいことはなにもないと思うのですが・・・）
